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Ⅰ．緒　言

　茨城県のポットカーネーションは，2006 年の東京
都中央卸売市場における販売金額がおよそ 1 億 2 千万
円でシェア 26％を占め，本県における主要な鉢花品
目となっている。ポットカーネーションは，そのほ
とんどが母の日出荷向けに生産されているが，母の
日に出荷するには，5 月初旬までに開花させることが
できるかどうかが生産上の大きなポイントとなってい
る。そのため生産現場では，主に栽培温度や摘心時期
などを変えることによって開花調節を行っている。県
内では，年内を加温温度 10℃前後のやや低温で管理
し，年明けから 12 ～ 15℃で管理する事例が多い。し
かし，近年燃油価格が上昇してきたことから，より
低コストでの栽培技術開発が求められている。切り花

カーネーションの開花調節については多くの研究があ
るが（藤野ら，1982；堀川，1982；森岡ら，1981；佐
藤，1976；浦野ら，1995；米村ら，1981），ポットカー
ネーションについてはわずかである（八木，1990；米村，
1980）。さらに，ポットカーネーションに関する報告
はいずれも実生系品種を使ったものであり，現在の営
利品種の主流である栄養繁殖系の品種については結果
が利用できない可能性がある。そこで，栄養系品種に
おける低コスト生産技術確立のため加温温度や長日処
理，摘心時期と生育，開花との関係について検討した。

Ⅱ．材料および方法

１．栽培温度が生育，開花に及ぼす影響（実験１）
　表 1 に記した 20 品種について，最終摘心日以降加
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温温度を 6℃，9℃，12℃とし，換気温度を 20℃に設
定した所内のガラス室で栽培し，生育ならびに開花状
況を調査した。種苗会社から分譲されたセル成形苗を
2006 年 10 月上～中旬に 9cm ポットに鉢上げし（‘コッ
ペリア’，‘カレリア’，‘プリティローズ’，‘バンビー
ノ’は 11 月 2 日に鉢上げ），2007 年 1 月 10 ～ 12 日
に 12cm ポットに鉢替えした。鉢上げ後，11 月 18 日
または 11 月 28 日に 1 回目の摘心を行い，12 月 20 日
に最終摘心を行った。培養土は赤土，無調整ピートモ
ス，パーライトを容積比 2：2：1 で混合し，過りん酸
石灰，重焼りん，ようりんを培養土 1L あたり 2g ず
つ，肥効調節型肥料（6-38-6）を 1.5g，苦土石灰をピー
トモス 1L あたり 6g 添加した。追肥は液肥（15-15-15
または 14-8-26）を使用し，窒素濃度 150 ～ 200mg/L
で鉢上げ約 1 ヶ月後から週 1 回の間隔で施用した。11
月1日以降，最終摘心日まで加温温度12℃で管理した。
1 区あたり 6 ～ 18 鉢を供試した。
２．長日処理が生育，開花に及ぼす影響（実験２）
　実験 1 の加温温度 9℃区において，16 時間日長（明
期 4 時～ 20 時）とする長日区を設け，自然日長下で
の生育，開花状況と比較した。長日区は 75W 白熱灯
をベンチ上約 1.3m，2.5m 間隔で設置した。長日処理
は最終摘心日の 12 月 20 日から 3 月 31 日まで行った。
その他の管理は実験 1 に準じた。1 区あたり 6 ～ 12
鉢を供試した。
３．栽培温度，長日処理，摘心時期が生育，開花に及
ぼす影響（実験３）
　‘ドリーミン’，‘マイフェアレディ’を供試し，実
験 1 に示した 3 水準の加温温度処理に加え，9℃加温
区において最終摘心日を 11 月 27 日（1 回目摘心 11
月 2 日）に早めて日長を自然日長と 16 時間日長とし
た 2 処理および最終摘心日を 12 月 20 日（1 回目摘心
11 月 18 日）として 16 時間日長とした 1 処理，6℃加
温区において最終摘心日を 11 月 27 日に早めて日長を
自然日長と 16 時間日長とした 2 処理の合計 8 処理で
試験区を構成した。また，加温開始から開花までの燃
料消費量を温室暖房燃料消費試算ツール（野菜茶業研
究所，試用版．ver0.8）で試算した。11 月 1 日から加
温温度を 12℃に設定して管理し，最終摘心日以降は
各区の所定の加温温度で管理した。長日処理は最終摘
心と同時に開始し，処理方法は実験 2 と同様に行った。
その他は実験 1 に準じた。

Ⅲ．結果および考察

１．栽培温度が生育，開花に及ぼす影響（実験１）
　結果を表 1 に示した。‘バンビーノ’以外の品種で
は，加温温度が高いほど開花が早まった。各加温温度
における開花時期は品種により大きく異なり，加温温
度 12℃では‘コッペリア’が 3 月 9 日と最も早く開
花したのに対して，‘ピグレット’では 5 月 3 日と品
種により開花に約 2 ヶ月近くの差がみられた。全品種
の到花日数の平均は 12℃，9℃，6℃でそれぞれ 118.2
日，128.9 日，137.0 日だった。母の日に出荷するには，
母の日の日取りにもよるが，5 月 5 日までに全株が開
花しなければならないと仮定すると，表 1 からこれを
満たす品種は加温温度 12℃では‘コッペリア’，‘カ
レリア’など 18 品種，9℃では‘コッペリア’，‘カレ
リア’，‘プリティローズ’，‘バンビーノ’，‘サマード
レス’の 5 品種，6℃では‘コッペリア’，‘カレリア’，‘プ
リティローズ’，‘バンビーノ’の 4 品種だった。本実
験では母の日出荷が目的であるため，加温温度 12℃
では一部の品種，加温温度 9℃以下では多くの品種で
さらに開花を促進する工夫が必要である。切り花カー
ネーションにおける生育適温は昼温 15 ～ 20℃，夜温
10℃程度とされるが（米村，1996），摘心後 7 ～ 9 週
間 5℃程度の低温で加温し，その後加温温度を上げて
管理すると，摘心直後から加温温度をあげて管理した
場合と開花時期は変わらないか品種によってはむしろ
早くなることや（浦野ら，1995），秋定植の作型では
摘心直後から 13℃で加温するよりも 9 週間以上遅ら
せて加温した方が開花は早まり，節数も少なくなると
の報告がある（森岡ら，1981）。これらから，カーネー
ションの開花促進には，摘心後一定期間ある程度の低
温を経過させてから加温することが効果的であると考
えられる。実生系ポットカーネーションでも摘心後 1
月上旬から 3 月上旬まで加温温度を 5℃～ 10℃で管理
し，それ以後を 15℃で管理すれば 4 月 25 日前後に開
花することから（八木，1990），摘心後厳寒期を比較
的低温で管理し，その後加温温度を上げて管理すれば
低コスト生産が可能であると考えられる。今後は生育
時期別に，より効率的な温度管理を検討するとともに，

‘コッペリア’のように 6℃加温でも 4 月上旬に開花
する品種は，より低温での加温温度や換気温度につい
て検討する必要がある。
　開花時の草丈は全品種で加温温度が低いほど大きく
なった（表 1）。全品種を平均すると 6℃では 12℃よ
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りも約 30%，9℃では 15% 程度大きくなり，草姿が変 化することに留意する必要がある。

12 3/ 9 3/16 79.7 22.9 12 4/20 5/02 121.5 20.3
9 3/24 3/29  94.6 25.2 9 5/ 3 5/10 134.3 23.8
6 4/ 5 4/10 106.8 30.3 6 5/ 7 5/13 138.8 26.4

1) **  ** **  **  ** ** 
12 4/ 4 4/26  91.6 23.2 12 4/22 5/06 123.0 25.0
9 4/12 4/22 113.8 26.9 9 5/ 9 5/13 140.4 27.6
6 4/21 4/28 122.8 32.3 6 5/16 5/21 147.0 29.5

 **  ** **  **  ** ** 
12 4/ 8 4/14 109.2 14.8 12 4/22 4/29 123.3 25.0
9 4/11 4/27 112.8 17.9 9 5/ 2 5/09 133.5 28.1
6 4/19 4/26 120.0 21.2 6 5/ 8 5/15 139.7 32.3

 **  ** **  **  ** ** 
12 4/10 4/21 111.9 17.2 12 4/23 5/04 124.8 19.4
9 4/ 6 4/20 107.5 19.4 9 5/ 4 5/07 135.3 23.5
6 4/12 4/19 113.0 25.2 6 5/11 5/14 142.5 26.5

 ns  ns **  **  ** ** 
12 4/14 4/22 115.3 25.3 12 4/24 5/04 125.6 22.0
9 5/ 1 5/10 132.6 28.7 9 5/ 7 5/14 138.5 25.0
6 5/ 7 5/13 138.7 30.4 6 5/10 5/16 141.7 27.0

 **  ** **  **  ** ** 
12 4/15 4/23 116.2 24.2 12 4/24 5/04 125.6 21.1
9 4/27 5/10 128.1 27.4 9 5/ 4 5/12 135.7 24.5
6 5/ 9 5/17 140.1 28.5 6 5/13 5/17 144.8 28.5

 **  ** **  **  ** ** 
12 4/17 4/30 118.3 22.4 12 4/25 5/02 126.4 19.2
9 4/29 5/06 130.5 26.1 9 5/ 8 5/13 139.6 25.9
6 5/ 6 5/10 137.7 28.1 6 5/17 5/21 148.8 29.6

 **  ** **  **  ** ** 
12 4/17 4/27 118.8 24.0 12 4/25 5/05 126.9 19.7
9 4/28 5/09 129.3 26.5 9 5/ 5 5/11 136.9 22.6
6 5/ 9 5/12 140.0 29.2 6 5/18 5/23 149.1 25.6

 **  ** **  **  ** ** 
12 4/18 4/29 119.5 24.8 12 4/30 5/05 131.6 28.7
9 4/25 5/03 126.9 27.8 9 5/ 4 5/11 135.9 31.7
6 5/ 2 5/08 133.5 32.9 6 5/19 5/23 150.0 33.3

 **  ** **  **  ** ** 
12 4/20 5/01 121.2 22.1 12 5/ 3 5/09 134.2 25.5
9 5/ 3 5/11 134.9 26.0 9 5/ 5 5/11 136.6 27.8
6 5/10 5/12 141.3 30.8 6 5/12 5/21 143.5 31.1

 **  ** **  **  ** ** 
12 20 20 11 12 19 12

12 20
1 * 5 **1% ns
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3/24 3/21 3/29 3/26 94.6 91.0  25.2 31.6 * 
4/ 6 4/ 3 ns 4/20 4/ 8 107.5 104.0 ns  19.4  29.0 **
4/11 4/ 6 ns 4/27 4/10 112.8 107.7 ns  17.9 20.5 **
4/12 4/ 6 * 4/22 4/10 113.8 107.7 *  26.9 32.6 **
4/25 4/21 * 5/ 3 4/28 126.9 122.3 *  27.8 30.4 **
4/27 4/20 ns 5/10 5/ 2 128.1 121.8 ns  27.4 23.8 **
4/28 4/20 ** 5/ 9 4/24 129.3 121.5 **  26.5 26.1 ns
4/29 4/26 ns 5/ 6 4/30 130.5 127.7 ns  26.1 26.6 ns
5/ 1 4/27 * 5/10 5/ 1 132.6 128.2 *  28.7 26.1 * 
5/ 2 4/26 ** 5/ 9 4/30 133.5 127.2 **  28.1 28.1 ns
5/ 3 4/24 ** 5/10 4/28 134.3 125.6 **  23.8 23.3 ns
5/ 3 4/24 ** 5/11 4/30 134.9 125.0 **  26.0 25.8 ns
5/ 4 5/ 1 ns 5/ 7 5/ 6 135.3 132.8 ns  23.5 24.5 * 
5/ 4 4/29 * 5/12 5/ 8 135.7 130.2 *  24.5 25.9 * 
5/ 4 4/28 * 5/11 5/ 3 135.9 129.7 *  31.7 30.7 ns
5/ 5 4/26 ** 5/11 4/30 136.6 127.3 **  27.8 27.4 ns
5/ 5 5/ 1 * 5/11 5/ 5 136.9 132.1 *  22.6 22.0 ns
5/ 7 4/28 ** 5/14 5/ 3 138.5 129.0 **  25.0 23.6 ns
5/ 8 5/ 2 ** 5/13 5/ 4 139.6 133.2 **  25.9 24.4 ns
5/ 9 4/29 ** 5/13 5/ 5 140.4 130.7 **  27.6 25.6 ns

12 20 9 20 11 1 12 19 12
1 ND LD 12 20 3 31 4 20 16
75W
2 ns * 5 ** 1
3 12 20

２．長日処理が生育，開花に及ぼす影響（実験２）
　開花は長日処理で早まった（表 2）。長日処理によ
る開花促進は‘マイフェアレディ’と‘カミーユピンク’
ではそれぞれ 2.4 日，2.8 日と小さかったが，‘アスコッ
ト’，‘オレンジデュオ’，‘オードリー’，‘ピグレット’
では 9 日以上と大きく，全品種を平均すると 6.2 日開
花が早まった。実験 1 と同様に，母の日出荷のための
全鉢開花日の限界を 5 月 5 日とすると，供試した 20
品種の内‘マイフェアレディ’，‘アリエル’以外の
18 品種で母の日出荷が可能となる。カーネーション
は相対的長日植物であり，長日条件下で開花が早まる
こと（Cheng ら，1971；藤野ら，1982；堀川，1982；
浦野ら，1995；八木，；米村，1980；米村ら，1982；
米村，1996），長日による開花促進効果は品種間差が
大きいこと（佐藤，1976）が知られている。本実験の
結果も長日処理によって開花が促進され，その程度は
品種により異なった。母の日出荷が可能と思われる品
種数は自然日長の 5 品種から長日処理によって 18 品

種に増加した。長日処理の効果は花芽分化と発達の初
期までを促進し （Cheng ら，1971；米村，1996），蕾
の発達は日長の影響をほとんど受けないとされる（米
村，1980；米村，1996）。電照開始時期や電照期間に
ついて，米村（1980）によればわい性カーネーション
では摘心後 30 日以内に電照を開始し，電照期間は 30
日でよいとしている。実際には摘心前に側枝が伸びて
いる場合があり，摘心後は必ずしも側枝の伸長がそ
ろっているとは限らないので，摘心後できるだけ早く
電照を開始し，電照期間は 30 日よりやや長めにした
方がよいと考えられる。
　開花時の草丈は‘バンビーノ’，‘コッペリア’，‘カ
レリア’では長日処理によって 5cm 以上大きくなっ
たが，多くの品種では長日処理の影響は小さく（表
2），株幅や側枝数に及ぼす影響も小さかったことから

（データ省略）長日処理による品質変化は小さいと考
えられる。
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３．栽培温度，長日処理，摘心時期が生育，開花に及
ぼす影響（実験３）
　結果を表 3 に示した。開花については両品種とも同
様な傾向を示し，栽培温度が高いほど，また，最終摘
心時期が早いほど，さらに長日処理により開花が早
まった。母の日出荷のための全株開花日の限界を 5 月
5 日とすると，‘ドリーミン’では 12℃加温区，9℃加
温の 11 月 27 日摘心区，9℃加温の 12 月 20 日摘心・
長日区，6℃加温の 11 月 27 日摘心区で母の日出荷が
可能と考えられた。同様に‘マイフェアレディ’ では
12℃加温区，9℃加温の 11 月 27 日摘心区で母の日出
荷が可能と考えられた。これらの結果から，摘心時期
を早めることによる開花促進効果は非常に高く，‘ド
リーミン’では慣行（12 月 20 日）よりおよそ 3 週
間早い 11 月 27 日に最終摘心を行えば加温温度を 6℃
に下げても母の日出荷が可能であり，‘マイフェアレ
ディ’では 11 月 27 日に摘心を行えば加温温度を 9℃
に下げても母の日出荷が可能と思われる。米村（1980）
は，わい性カーネーション‘ピカデリー’を用いた実
験で，花芽形成に重要なのは側枝の齢であり，早期に
摘心を行うことによって側枝を花芽形成可能な齢に早
く到達させ，長日条件によって花成誘導の条件を与え
ることが早期開花の基本であると考察している。本実
験で加温温度 9℃において，最終摘心時期と長日処理
の有無による開花状況を比較してみると，いずれの品

種も最終摘心時期が早いほど長日処理による開花促進
効果が高く，米村の考察を裏付けるものであった。
　実験結果をもとに母の日出荷のための燃料消費量を
試算し，慣行栽培に対する燃料消費割合を計算した。
その結果，燃料消費割合は最終摘心を11月27日に行っ
た場合，‘ドリーミン’では加温温度 6℃で 44.1％，‘マ
イフェアレディ’は加温温度 9℃・長日処理で 72.3％
となり，燃料消費量を大幅に削減できることが示唆さ
れた。本実験では 11 月 1 日の加温開始から最終摘心
までの加温温度を 12℃とした。そのため，加温温度
9℃以下では最終摘心日を 12 月 20 日とした場合， 11
月 27 日摘心よりも加温開始から 12℃で加温する期間
が長くなり，燃料消費量が多くなった。加温開始から
最終摘心までの加温温度を 12℃より低くすれば，さ
らに燃料消費量を削減できると考えられる。
　草丈は，両品種とも加温温度が低いほど大きくなっ
たが，‘ドリーミン’では長日処理により草丈増加が
抑制された。摘心時期の影響はみられなかった（表3）。
　以上から，11 月 27 日に最終摘心を行い，加温温度
を 6℃で栽培することによって燃料消費量を 12℃の半
分程度に抑制できる可能性が示された。加温温度 6℃
で母の日に安定的に出荷するためには，品種の選定や
長日処理を考慮しながら最終摘心の適期を検討すると
ともに，品種によっては草丈増加の防止が必要と考え
られる。

12/20 4/15 4/23 24.2   2,720  100.0
11/27 4/02 4/13 24.4   1,940  71.3  
11/27 4/17 4/26 27.2   1,980  72.8  
12/20 4/20 5/ 2 23.8   2,000  73.5  
12/20 4/27 5/10 27.4   2,000  73.5  
11/27 4/18 4/23 24.8   1,200  44.1  
11/27 4/28 5/ 4 29.5   1,200  44.1  
12/20 5/09 5/17 28.5   1,370  50.4  
12/20 4/23 5/ 4 19.4   2,740  100.0
11/27 4/14 5/ 2 22.9   1,980  72.3  
11/27 4/29 5/ 3 22.3   1,990  72.6  
12/20 5/01 5/ 6 24.4   2,000  73.0  
12/20 5/04 5/ 7 23.5   2,000  73.0  
11/27 4/28 5/ 7 26.8   1,200  43.8  
11/27 5/07 5/15 25.8   1,200  43.8  
12/20 5/11 5/14 26.5   1,370  50.0  

1 11 1 12
2 3 31 4 20 16 75W

3 ver0.8
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Ⅳ．摘要

　ポットカーネーション栄養系品種の低コスト生産を
目的として，生育開花に及ぼす加温温度，長日処理，
摘心時期の影響について検討した。20 品種を供試し
て，2006 年 12 月 20 日から加温温度 6，9℃および
12℃で栽培して慣行の 12℃と比較し，9℃で 5 品種，
6℃では 4 品種の母の日出荷可能な低温開花性品種を
選定した。一方，白熱灯による長日処理（16 時間日長）
には開花促進効果が認められ，加温温度 9℃において
18 品種で母の日出荷が可能となった。さらに早期に
摘心することで開花期を前進させることが可能で，‘ド
リーミン’では慣行よりも約 3 週間早く摘心して加温
温度 6℃で栽培すれば，慣行の半分以下の燃料消費量
で母の日出しが可能となる。

謝　辞　本研究を行うにあたり、ポットカーネーショ
ンの苗を提供してくださったキリンアグリバイオ株式
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